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○ 都市計画道路 菅谷飯田線  

 都市計画道路 菅谷飯田線は、那珂市菅谷地内を起点に国道349号、常
磐自動車道那珂ICを結び、国道118号に至る路線です。県では、国道
349号バイパスから県道菅谷小原内水戸線までの街路整備を実施してい
ます。 
 菅谷飯田線は、水戸ひたちなか都市圏において、中心部に集中する交
通を分散・バイパス化する「（仮称）水戸勝田環状道路」の一部であり、
水戸市やひたちなか市の中心部、那珂ICなどへの連携が強化され、地域
経済の発展や交流促進に寄与するものと期待されています。 
 平成16年２月に、旧国道349号から県道菅谷小原内水戸線までの整備
が完了しており、現在、引き続き 残る国道349号バイパスまでの区間の
整備を進めています。 

※茨城県HPより引用 
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○ 都市計画道路 東中根高場線  

 東中根高場線は、通称『水戸・勝田環状道路』の一部を構成し、ひ
たちなか市、水戸市及び那珂市内の国、県道等主要な路線を環状に結
び、本地域の経済活動や市民活動を支える幹線道路のネットワークを
形成する要となる道路です。 
 国道６号と交差する本区間は、国道６号へのアクセスにおいて慢性
的に発生している交通渋滞の解消を図り、地域間移動の円滑化を図る
とともにひたちなか地区の進展を考慮した将来の交通需要に対応する
重要な立体交差事業です。 

 水戸市の道路網は、主要な国県道が中心市街地を走る国道50号より、
放射線状に伸びていることから、中心市街地への交通の流入が多く、 
中心市街地をはじめ周辺の道路混雑は激しく、多くの区間で渋滞が発
生しています。これらの現状を解消し、将来の地域間交通の円滑化を
図るためには、 環状幹線道路の整備が必要となり、本路線を都市計画
決定しています。 
 本路線は、水戸都心部に集中する交通を分散させる環状道路として
位置付けられ、茨城県と水戸市が施工区間を分担し整備を進めていま
す。 
 県事業は、これまでに千波工区，元吉田工区，国道118号が完了し
供用を開始しています。  
 現在は，酒門工区のうち改良済の元吉田工区から国道6号までの延
長905mの整備に着手しています。 

○ 都市計画道路 中大野中河内線  

事業認可区間Ｌ＝1,512ｍ 

※茨城県HPより引用 

※ひたちなか市都市整備部資料より引用 

中大野中河内線 
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○ 国道６号 大和田拡幅 

※大和田拡幅パンフレット（常陸河川国道事務所） 
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○ 日立バイパス 

※日立バイパスパンフレット（常陸河川国道事務所） 
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○ 土浦バイパス 

※土浦バイパスパンフレット（常陸河川国道事務所） 
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都心を中心に３つの輪のような
道路を造り、交通量の多い都心部
を通らなくても、移動できるよう
にしようと考えられたのが、圏央
道（首都圏中央連絡自動車道）、
外環道（東京外かく環状道路）、
中央環状線の３つの環状道路、通
称、３環状です。３環状が完成す
れば、車の流れがスムースになっ
て渋滞も減り、走行速度が上がる
ことでCO2の排出量も減らすこ
とができ、また、生活道路を走る
車も少なくなって交通事故も減り、
生活環境がより安全になります。 

○ 首都圏中央連絡自動車道 

※常総国道事務所HPより引用 
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